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研究成果の概要（和文）：本研究は「地域在宅高齢者の個人の性格＝パーソナリティが健康行動、食行動、および将来
の身体的健康にどのような影響を及ぼすのか」について明らかにすることを目的として研究を行った。種々のパーソナ
リティーと高次生活機能低下との関連を見たところ、「非協調性」傾向が高い者、ならびに「外向性」傾向が低い者に
おいて7年後の高次生活機能低下と有意な関連が認められた。先の検討からこれらパーソナリティーは、不健康な生活
習慣を送っている者が多いことからも、適切かつ効果的な指導を行う上で、重要な一指標となりうる可能性が考えられ
た。

研究成果の概要（英文）：The aim of the study is to determine the characteristics of psychological state to
 health behaviours, including nutrient and food intake, and to clarify the associations between psychologi
cal state and decline in higher-level functional capacity among elderly.  Over the 7-year study period, 21
.7% of eligible participants reported decline in higher-level functional capacity. After adjustment for pu
tative confounding factors, traits of higher psychoticism and lower extraversion scores (i.e., introversio
n) were significantly associated with a decline in higher-level functional capacity at the 7-year follow-u
p. A better understanding of these personality traits may aid in the identification of at-risk individuals
 and could help reduce functional decline.
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１．研究開始当初の背景 

効果的な健康教育・指導を行う為には、

対象者の生活習慣の把握だけでなく、環境

や個性などを鑑み包括的な取り組みを行

うことが求められる。 

 

２．研究の目的 

本研究は「地域在宅高齢者の個人の性格

＝パーソナリティが健康行動、食行動、お

よび将来の身体的健康にどのような影響

を及ぼすのか」について明らかにすること

を目的として研究を行った。 

 

３．研究の方法 

対象は、1986 年より岩手県花巻市（旧 

大迫町）において実施されている大規模コ

ホート「大迫研究」のうちベースライン時

60 歳以上の地域在住高齢者である。パーソ

ナリティーの検討には、妥当性・信頼性の

検討された Eysenck Personality 

Questionnaire- Revised 日本語版(EPQ-R)

を用いた。健康意識・健康行動には、主観

的健康感、食行動・食習慣、飲酒、運動、

喫煙習慣等を設問、食事摂取状況の把握に

は詳細な食事摂取頻度調査票を用いた。将

来の身体的健康としては、健康障害として

は比較的早期に現れる「高次生活機能」指

標を用いた。 

 

４．研究成果 

まずベースライン時の調査データから、

「地域在住高齢者の「非協調性」「外向性」

「神経症」の個々のパーソナリティが、健

康行動、食行動、および食品選択とどのよ

うな関連があるか」についての横断的検討

を行った。 その結果、①「非協調性」傾

向が高い：高齢、男性、現在も喫煙、現在

も飲酒、長時間睡眠、運動をしていない、

心疾患既往、身体 

機能低下者が多い、②「外向性」傾向が

高い：男性、喫煙・飲酒習慣がない、主観

的健康観が高い、規則的に食事をとってい

る者が多い、③「神経症」傾向が高い：男

性、短時間睡眠、主観的健康観が低い者が

多い、ことが明らかとなった。次に、食事

摂取との関連では、特にタンパク質、脂質

摂取量が、「非協調性」・「神経症」傾向に

おいては得点が高くなるほど減り、「外向

性」傾向では得点が高くなるほど増える傾

向が認められた。 

一方、種々のパーソナリティーにおける

健康行動が将来の身体的健康にどのよう

な影響を及ぼすかについて、健康障害とし

ては比較的早期に現れる「高次生活機能低

下」との関連を見たところ、「非協調性」

傾向が高い者、ならびに「外向性」傾向が

低い者において7年後の高次生活機能低下

と有意な関連が認められた（表１）。先の

検討からこれらパーソナリティーは、不健

康な生活習慣を送っている者が多いこと

からも、適切かつ効果的な指導を行う上で、

重要な一指標となりうる可能性が考えら

れた。当該論文は現在投稿中である。 

 

パーソナリティー
得点

外向性傾向 協調性傾向

Q1 (低い) 1.89(1.01-3.56) 1 (Reference)

Q2 1.41 (0.73-2.72) 1.37 (0.80-2.34)

Q3 1.14 (0.60-2.14) 1.27 (0.71-2.28)

Q4 (高い) 1 (Reference) 2.12 (1.23-3.66)

トレンド検定 0.023 0.012

表1．パーソナリティー傾向と将来の高次生活機能低下

と関連【調整後a  オッズ比（95%信頼区間）】

a 年齢、教育歴、既往（脂質異常症、聴覚異常）、睡眠時間、外食頻度、Body  Mass Index
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